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論 文 内 容 の 要 旨

閉1)-マン面上の2次微分 甲(Z)dz2 が面上の曲線 Cに沿って正であるとき,Cをその2次微分の軌道

(trajectory)という｡ Teichmiiller以来 Jenkins,Strebel等によって2次微分の軌道は等角写像或いは

擬等角写像の極値問題と密接な関係があることが分ってきた｡とくに Strebelは,閉軌道をもつ2次微分,

すなわち正則な軌道がすべて閉曲線になる2次微分について考察し重要な結果をえた｡これに対して申請

者は,ア-ベル微分を2乗してえられる2次微分が閉軌道をもつものについて研究し以下のように新しい

諸結果をえた｡

種数 g(>1)の Teichmiiller空間 Tg上の一点 Ro(閉リーマン面)上の正則なア-ベル微分 Ooの2

乗 02｡が閉軌道γをもつとし,R｡の Tg におけるE近傍の点R上の正則ア-ベル微分Cが次の条件をみ

たすとする;

1)ISAiOo｣AiOL<E (i-1,2,--,g)

2) iγβは実数

ただし (Ai,Bi)F=1ほ Ro及び Roから導かれるR上の標準ホモロジー基底であるOこのとき C2は γと

freehomotopicな閉軌道をもつ (定理1)｡これは閉軌道をもつという幾何学的性質をア-ベル微分の周

期条件からとらえたものといえる｡

申請者は既に参考論文において正則周期再生微分の2乗が閉軌道をもつことを示したが,本論文ではそ

れが面の擬等角変形に対してどのように変化するかを解析的及び幾何的見地から調べた｡例えば次のよう

な結果をえている｡Tg の点R上の閉曲線Cに関する正則周期再生微分を βC,R とする｡すなわち (W,

ReβC,R)-Ⅰ｡Wが任意の調和微分Wに対して成 り立つ.このとき0㌔,Rは閉軌道 をもち,その適当な軌道

によって面Rは有限個の2重連結領域 (Wl,R甚1にわけられる (Strebel分解)0Wi,RのmOdulusを mi,R

と表わす｡このとき RogTgに収束する点列 (Rk)に対して limmi,Rk-mi,R｡(i-1,2,日･-n)となる (定
k･一00
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理2)Oすなわち Strebel分解の解析的連続性を示しているO

主論文の後半では,閉リーマン面上で極をもつ2次微分で閉軌道をもつものについて研究している｡ま

ずそのような2次微分がどれ位あるかという問題に対して次のような解答を与えた｡面R上に与えられた

有限個の点 fQ,･)で (aj/Z2+-)dz2,(a)≦0)なる高々2位の極をもつ2次微分の空間をSとし,fQj)で

高々2位の極をもち閉軌道をもつ2次微分の空間を S′とするとき S′は Sの中で桐密である｡すなわち

任意の CESと正数 Eに対して 110-0'H<Eとなる.0′ES′が存在するO
次に面R上の二点 p,qにおいて1位の極をもつ第3種基本微分 ¢p,q を考え, - 62p,q が閉軌道をもっ

こと,更にその軌道の構造が本質的には正則周期再生微分の性質から分ることを示している｡この目的の

ために申請者は,面上の単一閉曲線Cに対して定まる Tg上のある開集合 scか ら横空間 Tg_1,2 × (上

半平面)-の同相写像を構成している｡但しTg_1,2は種数が g-1で2点を指定した Teichmdller空間

である｡この事実は Teichmn11er空間の境界の研究にも役立つ興味あるものである.

参考論文は主論文の先駆的な仕事及び主論文に関連した結果やその新しい応用を含んでいる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

種数gの閉リーマン面上の正則2次微分の全体は 3g-3次元空間をなし閉リーマン面の等角同値類と密

接な関係があることは古くから知られていたが,Teichmtillerが極値擬等角写像と2次微分の軌道との関

係を指摘して以来,Schはer,Jenkinsや Strebel等によって2次微分の軌道が等角写像論にも重要な役

割を果たすことが認識されてきた｡

主論文は,閉軌道をもつ2次微分を7-ベル微分から研究したものである｡閉リーマン面上の2次微分

は非常に深い性質を内蔵しているがその正体がはっきりしない点が多い｡これに対して申請者はよく性質

の分っている正則周期再生微分や第3種基本微分の2乗が閉軌道をもつことを見出し,そしてそれらの2

次微分の閉軌道に関連した定性的定量的性質を,主として面の擬等角変形すなわち,Teichmuller空間上

の変動という見地から研究を行い論文内容の要旨で述べたような興味ある諸結果をえた｡これらの結果は

この方面に新しい知見をつけ加えるとともに,Teichmnller空間論にも寄与するところ少くない｡

とくに,2次微分の空間の中で閉軌道をもつものが飼密であるという結果をえたが,これは懸案の問題

-の一つの解答を与えたもので注目に値する結果である｡

以上要するに本論文は極めて独創的で,この方面の重要課題に貴重な貢献を与えたものとして高く評価

される｡

参考論文は,主論文の基礎をなした研究のほか,閉リーマンの autOmOrphism の位数に関するもの,

主論文の方法を用いたリーマン面の変形理論に関連した研究等であり,いずれも興味深い｡

よって,本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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